



















Deaton and Paxson (1994a) は、コーホートの消費の分散が年齢とともに増加することが、不完備
市場での恒常所得仮説の理論的含意として得られることを指摘し、米国・英国・台湾のデータによっ
てそれを確認した先駆的研究である２）。日本の不平等度については、大竹・齊藤（1996）および
Ohtake and Saito (1998) が『全国消費実態調査』（旧総務庁統計局）の 1979、84、89年のデータを
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本稿の分析の目的を明確にするため、Deaton and Paxson (1994a) に始まるライフサイクルにおけ
る消費不平等度の分析の枠組みについて整理しておく。



































































となる。但し、 、 、 とおいている。これら






















NCU + + 
+ + 
+ 
= ––  
itititit NcuNCU )(),( =  
ititit NCc /= 








00 )(lnlnlnln  









































（square root scale）、世帯主を１、世帯主以外の大人を 0.7、子供を 0.5で換算し、その合計で除する





































































と同じく 22歳から 75歳までとした。したがって、サンプルとなるのは、1911年生まれから 1973年
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0.368 ** 0.356 ** 
(0.025) (0.027) 
1.40 ** 0.245 1.38 ** 0.272 * 
(0.184) (0.127) (0.185) (0.127) 
0.021 -0.114 0.023 -0.087 
0.532 0.473 0.086 0.091 
0.296 ** 
(0.022) 
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注
１）本稿の研究は、平成 19年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究 (B) 18730225）からの助成を受け
たものである。本誌の２人の匿名の査読者からは示唆に富む有益なコメントを頂戴した。記して感謝の
意を表したい。
２）Deaton and Paxson (1997) では、タイについて同様の分析がなされている。
３）厳密には、Ohtake and Saito (1998) が、異時点間の割引因子と消費変化率についての撹乱項を連続時間
での表現で記述しているのに対して、本稿ではそれらを離散時間での表現で記述しているという違いが
あるが、そうした違いは以降の数式の展開を左右するものではない。
４）等価所得比率を考慮した効用関数の定式化にはさまざまあるが、ここでは Attanasio and Jappelli (2001)


















11）時間ダミーについては、Deaton and Paxson (1994a) にしたがい、トレンド項と直交し、係数の和がゼ
ロであるという制約をおいている。
12）このような結果となった一つの要因として、使用した『国民生活基礎調査』のデータの特性が考えら
れる。船岡（2001）が指摘するように、Ohtake and Saito (1998) などで用いられている『全国消費実態
調査』と本稿でも使用した『国民生活基礎調査』では、世帯主の定義や対象世帯に違いがある。
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Consumption Inequality and Equivalence Scales
Tadashi FUKUI
Abstract
The variance of household consumption doesn't necessarily reflect theÅ@inequality of personal
consumption. Even if the personal consumption inequality is constant, the variance of household con-
sumption seems to grow when the family size becomes more various. For the purpose of considering
this phenomenon, most researches use the variance of consumption adjusted by some equivalence
scales. However, the result obtained from the analyses of the pre-adjusted variances becomes limited,
because it is not clarified whether the adopted equivalent scale is appropriate or not.
This paper tried to estimate an appropriate scale from data by modifying the method for analyzing
consumption inequality. It concludes that applying a wrong equivalence scale may lead a wrong result
and that it is necessary to pay the great caution when the household consumption is adjusted by any
equivalence scales in advance of the analysis. 
Keywords : Lifecycle, Consumption Inequality, Equivalence Scales, Quasi-Panel Data, Idiosyncratic
Shocks
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